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 GSIS （大学院
教授システム学専攻）で

養成するｅラーニング専門家：
IDer, LTist

熊本大学 

教授システム学研究センター長

喜多 敏博
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● IDer = Instructional Designer
– インストラクショナルデザインの理論・モデルを

活用して合理的・効果的な教育プログラムや教材
を設計できる専門家

● LTist = Learning Technologist
– AI(人工知能 ), ML(機械学習 ), LA(ラーニングアナ

リティクス ), VR(仮想現実 ), LMS(ラーニングマ
ネジメントシステム ) などをキーワードとする
LT(ラーニングテクノロジー )を効果的に用いた教
育・学習システムの開発ができる (hackできる )専
門家
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教授システム学研究センター (RCiS) の超概要

● ３つの研究部門、２つの事業部門
https://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/rcis-2/professor_system/

● 大学院 教授システム学専攻（ GSIS ）と表裏一体
（研究部 - 教育部の関係）

https://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/gsis/
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RCiS は教育関係共同利用拠点（全国）

                        拠点名称：教授システム学に基づく大学教員の教育実践力開発拠点 (H30〜）

● ① 取組 インストラクショナル・デザイン公開講座

● ②取組 「ＩＤポータル」による情報提供並びに支援ツール・実力診断

● ③取組 「教授システム学専攻公開科目」による学修機会の提供

● ④ 取組 ＦＤ研修講師・大学教育設計コンサルタント派遣

● ⑤ 取組 大学教員志望者のための教え方講座（教育改善スキル修得オンラインプログラム）

● ⑥取組  ＦＤ担当教職員向け「ＦＤ活動デザイン講座」の公開

● ⑦ 取組 ポストコロナの教育とＦＤを強化するラーニングテクノロジー活用ワークショップ

https://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/sharing-hub/

https://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/rcis-2/professor_system/
https://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/gsis/
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 大学院 教授システム学専攻 (GSIS) の概要
(2006 年開設 フルオンライン大学院）

● ID （インストラクショナル
デザイン）を中心とした
４つの I
– e ラーニングの専門家となる

為に、教育活動やコース・教
材をシステムとしてとらえ、科
学的・工学的にアプローチし
ようとする教育研究分野であ
る「教授システム学
(Instructional Systems) 」を下
記の４つの分野を柱に体系
的に学ぶ

https://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/gsis/
concept_1/

●

COVID-19 の影響は、基本的に受けず教育継続している

https://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/sharing-hub/
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GSIS での研究テーマ例 (2020 年度修論）
すべて学生自身が持ち込んだテーマです。

● 院内 呼吸器ワークショップ後の学習の⼈⼯ 転移を促進
する 内省⾃⼰ 型評価ツールの開発

● 取捨選択可能な動画教材を利用した課題設定と相互評
価による eラーニングの改善  −ワークショップデザインの視座に
おいて−

● 「学びの第一原理」を参考にした理学療法士の臨床推
論能力を育成する OJTプログラムの開発

● 心肺蘇生講習会（ ICLS）コースの行動目標の分析結果
を基にしたコース設計 〜参加型学習から習得学習への転換〜

https://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/gsis/concept_1/
https://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/gsis/concept_1/
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GSIS での研究テーマ例 (2020 年度修論）
なので、指導する私たち教員は大変 ...

● 常業務についての⽇ リフレクティブ・サイクルを いた省察⽤ ⽀
援ツールの開発 
― 産学連携専 材のコミュニティを対象として ―⾨⼈

● 学生の主体的キャリア選択支援プログラム作成の試み
－キャリア選択自己効力感を指標として

● 産業保健体制確立のためのジョブエイドの開発
－メンタルヘルス対応における連携を中心に－

● INARSコースの学習課題分析と TOTEモデルに基づいた知的技能の
習得に向けた eラーニング支援教材設計・開発

● 大学教職課程事務初任者のための学習支援プログラムの開発
－ジョブエイドと eラーニングによる支援－

⇒ 大半の研究がインストラクショナルデザインを志向した研究



GSIS 大学院生の現住所
（ 79 名）

R3 年度は、全員が社会人。
4 割が大学教職員、 2 割が医療関係

博士前期（修士） 54 名
博士後期 25 名

R3 年度入学者 22 名の内、
２名がパリ在住、１名がコロンビア在住（だった）
（現在は COVID-19 のため日本に帰国中）
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GSIS の R3 年度入試はオンラインで実施した

⇒ 

（ R2 年度は、東京と熊本で実施）
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GSIS の R3 年度入試はオンラインで実施した

⇒ 

試験時間は 7 日 (168 時間 )

（ R2 年度は、東京と熊本で実施）
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GSIS の R3 年度入試はオンラインで実施した
（宣誓書に署名してはじめて、試験問題が閲覧できる）

⇒ 
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R3 年度入試はオンラインで実施した
（下図は R4 年度の日程 )
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R3 年度入試はオンラインで実施した
（面接実施の流れ）
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GSIS のカリキュラム改訂： LT トラック新設

⇒ 
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GSIS のカリキュラム改訂：どう変わるか

● IDerだけでなく、 LTistも養成
– AI, ML, LA, VR, LMS等をキーワードとする LT（ラーニングテク
ノロジー）を効果的に用いた教育・学習システムの開発がで
きる（ハックできる）専門家

● ID専門家（教育をデザインできる専門家）、または
LT専門家（技術を理解して開発できる専門家）になる
だけでなく、互いの強みを活かして協働できる人材に
– ｅラーニング実践プロジェクト
– プロジェクト型 修士論文研究
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GSIS の LT トラックで想定される修士研究テーマ例

● 学習履歴データの機械学習による分析に基づく学習意欲向上サポート
システム開発

● ニューラルネットワークを用いた小論文採点・評価コメント作成支援シス
テム構築

● チャットボットを用いた医療職の業務支援ツールの開発と実践利用

● SNS での学習者投稿を取り込み学習履歴に統合する LMS プラグインの
開発と試用

● 日本語学習でのリフレクション記録を支援する対話型ボットシステムの
設計・実装
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GSIS の LT トラックで想定される修士研究テーマ例

● Zoom 等の同期型授業での学習ログを Moodle に統合するプラグインの開
発

● オフライン利用可能な LMS 機能を活用した救急看護師研修のコンテンツ
開発と活用

● 教育システムから学習者に語りかける事故防止教育システムの実践的開
発

● 両手が離せない実験作業の際の音声アシスタントによる作業支援システ
ムの構築

● スマートスピーカーでの音声ボットとの会話による外国語練習機能の開発
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ｅラーニング業界動向（聞き取りを含む）

● ラーニングテクノロジーの専門家のニーズは高い、特に、テクノロジーを利用したシス
テムの開発者と、講師などの教育実践者との橋渡しができる人材が必要

● COVID-19 のため、研修等の教育活動がほとんどリモート実施となり、対面で実施し
ていた時よりも、学習データを分析するラーニングアナリティクスの重要度が増している

● 学習データのとり方や処理の仕方について、システム管理者が行っていることと、教育
実践者としての希望とが、必ずしも噛み合っていないことがあり、この状況を改善する
ことが必要

● UI / UXについての知識やスキルは必須。少なくともウェブアクセシビリティについて
ツールを用いてチェックできることは必要

● 日本イーラーニングコンソシアムで新たな資格「ラーニングテクノロジスト」を検討中 
（熊本大学 GSIS との連携も）
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参考文献・サイト

● 熊本大学 大学院 教授システム学専攻について
https://www.gsis.kumamoto-u.ac.jp/gsis/

● ラーニングテクノロジー専門家養成のためのカリキュラム改訂案： 技術
革新と社会変化への適応力を持つ教育テクノロジスト育成を目指して
https://mdqu.rcis.jp/course/view.php?id=8

● 日本 e ラーニングコンソシアム
https://www.elc.or.jp/
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